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2020 春 プロジェクトマネージャ 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2020 年 3 月 25 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

 

■ 全体講評 

 今回実施されたプロジェクトマネージャ全国統一公

開模試において，午後Ⅰの記述式問題は，本番の雰囲気

のある問題がそろっていました。そんな中，まったくの

白紙の解答はほとんどなく皆さんほぼきっちり解答で

きています。設問の要求事項や問題文の解答ポイントが

とらえにくく解答しづらい記述式の問いが散見される

中，今回 60 点以上得点できた人は自信をもってよいと

思います。一方，得点が芳しくなかった人は解答の要点

や表現を見直し，得点を取れるようにする努力を心がけ

てください。 
午後Ⅰ試験では全 3 問の出題から 2 問を選択解答す

る必要があります。解答用紙に選択する問題を記すわけ

ですが，きちんと 2 問選んでいない人，丸を付ける欄を

間違えて採点欄に丸を付ける人が相当数いました。これ

は解答以前の問題です。くれぐれも注意して，指示どお

り確実に問題選択することを心がけてください。なお，

漢字の間違いや略字，問題文や設問文と国語論理的にず

れた解答が見られます。また，解答が単語レベルにとど

まり，説明不足の解答表現も見られます。特に設問要求

に解答表現がきちんと論理的に噛み合っているかに注

意しましょう。 
解答の影や筋が全く見当たらないような難問奇問の

類の問題は，本試験では，まず出題されることはありま

せん。したがって，午後Ⅰの記述式問題の解答に当たっ

ては，一般的な専門知識を前提に，問題や設問の意図や

説明を十分に理解し解答を導いていくことが求められ

ます。どうしても問題文や設問文に手掛かりが見つから

ないときにはそこで初めて，一般的知識による解答を考

える必要があります。つまり，問題文や設問文にある解

答制約や手掛かりは必ずあると信じて取り組みましょ

う。解答制約や手掛かりを適切に把握すれば，必然的に

正解へたどりつくことができます。この手順に誤りがあ

った場合，例えば，一方的な思い込みや自分自身の特定

の経験に対するこだわりなどによって不正解の解答に

なってしまうので，設問要求や問題の意図するところを

読み取り，確実に言い切れるレベルの表現で解答してい

くことが重要です。 
正解したつもりで不正解になってしまった場合は，設

問要求に沿っていない，問題文の手掛かりやキーワード

に準拠していない，問題文の中で客観的に言える範囲を

超えている，異常にピンポイントな視点である又は抽象

的すぎるという理由が考えられます。書いた内容自体は

正しくても，その問いの正解としてふさわしくないので

す。不適切な解答の中で多いのは，解答のポイントや方

向性は間違ってはいないのに，設問の考えや趣旨からず

れている解答，要求事項や指示に従っていない解答とい

えます。問題文や設問文に書かれている記述やキーワー

ドは大きなヒントであり，解答の手掛かりの一部である

ことをしっかり理解した上で，設問要求に沿って適切な

表現で解答をまとめるよう心がけてください。 
さらに，解答欄に対してボリュームが異常に少ない表

現，高度情報処理技術者としてのプロフェッショナル性

を疑わせる表現，「そこまで限定して言い切れるのだろ

うか」と感じられる強引な解答表現や，いろいろなこと

を列挙してどれかが正解に引っかかることを期待する

ような解答は，採点者に対して心証が悪く，それだけで

減点対象となり得ます。結果として正解とならないおそ

れがあるので注意しましょう。 
 論文系の区分の午後Ⅰ試験は，詳細なその試験区分の

専門知識がなくても，問題文の文脈と一般常識で解答が

類推できる場合も少なくありません。PM 区分でも，受

験されたほとんどの皆さんが，何らかのシステム開発プ

ロジェクト業務に携わっているかと思います。直接の

PM 経験がなくても，自身の業務経験と合わせて最後ま

であきらめず取り組み，必ず合格するという強い粘りを

もって臨んでください。 
 
＜午後Ⅰ＞ 

問１ 在庫管理システムの刷新 

【採点基準】 

［設問１］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点。 

［設問２］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

のに対し 8 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

のに対し 5 点。 

［設問３］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

のに対し 8 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

のに対し要件は 4 点，理由は 6 点。 

［設問４］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

のに対し 7 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているも

合格への本当のノウハウ！ 
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のに対し 6 点。 
 

【講評】 
 機械製造業の在庫管理システムの構築に関する問題

でした。プロジェクトの環境や状況を俯瞰的にとらえ，

問題文の文脈や設問の趣旨をよく踏まえて解答する必

要があり，表現が揺れやすく悩ましかったと思われます。

選択した人は多かったのですが，解答要点をうまくとら

えられずなかなか得点を伸ばせない状況が散見されま

した。 
 
 設問 1 は，開発スコープの早期確定が解答要点です。

この点を明示しないと不正解としています。表現が甘い

場合，半分の得点としました。目的についてしっかりと

らえて表現しないと得点につながりません。注意しまし

ょう。 
設問 2 は，小型の部品の不良品の個数管理についてフ

ォーカスして解答する必要があります。この設問は少し

難しく，特に(2)は解答がなかなか出なかったようです。 
設問 3 は，消耗品の持ち出すルールと在庫管理につい

て言及する必要があります。要点を押さえた表現が求め

られます。 
設問 4 は正確に表現した解答は少なかったように思

います。(1)は要件の重要度，解決課題から優先順位を付

けて言及します。(2)は部品管理単位の統一が要点になり

ます。 
この問題は，解答表現を絞るのが悩ましかったようで

す。解答の根拠を明確にしていくことが特に求められま

す。 
 
問２ リスク管理 

【採点基準】 

［設問１］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 9 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 8 点。 

［設問２］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 9 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 8 点。 

(3) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 8 点。 

［設問３］ 

 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに対

し 8 点。 

【講評】 

 システム開発プロジェクトのリスク管理を題材にし

た問題でした。本問は，解答数が比較的少なく取り組み

やすかったように思われます。問われた観点も典型的な

ものが多く，解答要点や設問要求の意味をしっかり把握

して解答すれば高得点も可能です。ただし，問題文にし

たがってその文脈できちんと解答しないと得点が伸び

ないので，適切な解答を確実に探していくことが求めら

れます。 
 

 設問 1(1)は，個別に相談することと事前に説明するこ

と」が解答要点になります。このポイントを押さえて正

解としています。(2)は機密情報の漏えいのリスクが要点

となります。 
設問 2(1)は，即答できずスケジュールが遅延すること

が解答要点です。この点を明示的に解答して正解として

います。(2)は課題の表現としてまとめる必要があります。

(3)は実際の成果物を確認することを押さえて正解とし

ています。 
設問 3 は，システム統合テストの試験観点不足を適切

に指摘して正解としています。 
本問においては，表現足らずな解答が目立ちました。

適切な解答表現をよく吟味して解答してください。 
 

問３ プロジェクトのコミュニケーションマネジメント 

【採点基準】 

［設問１］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し各 3 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 8 点。 

［設問２］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 10 点。 

［設問３］ 

(1) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 10 点。 

(2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 10 点。 

【講評】 

 コミュニケーションマネジメントに関する問題でし

た。各問いはよく問われる観点で構成されていて，取り

組みやすく，比較的適切に解答できています。要求され

ている解答が何かをよく考え解答する必要があります。 
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 設問 1(1)は，L 主任については「生産計画業務」，「要

件定義」がキーワードです。K 部長については「費用対

効果」がキーワードです。キーワードを押さえ適切に解

答表現できていれば正解です。(2)はコミュニケーション

の質的な向上と迅速性に言及できて正解としています。 
設問 2(1)は，プロジェクトのノウハウを次回以降のプ

ロジェクトに反映させることができる趣旨が必要です。

(2)はシステムが停止する品質のマター，開発費用増加の

コストマター，納期遅延となるスケジュールマターのい

ずれかを指摘する必要があります。 
設問 3(1)は，開発・テストの手戻りに伴うスケジュー

ル遅延が解答ポイントです。 (2)は，改訂要望書を裁判

管理することと業務要件決定会議で検討することを押

さえて正解としました。ていねいに表現するようにして

ください。 
 
記述式の解答に際して，設問要求や問題文を踏まえて，

解答は「問われていることを客観的に確実にいえるレベ

ルの表現で」まとめることが大切です。極端にピンポイ

ントな解答は避けましょう。くれぐれも自分の単純な感

覚や経験で解答しないように注意してください。 
また，解答表現としては，専門性が感じられない表現

は避けて，よりプロフェッショナルな表現を心がけてく

ださい。そうすることによって，採点者の心証がよくな

り，得点力を高めることができますし，解答の実力を養

っていくことにつながります。 
 なお，どの問題を選択するかは合格するための重要な

要素です。3 問から 2 問選択ですので，言い換えると「ど

の 1 問を捨てるか」ということになります。一見，解答

数が少ない問題が楽そうですが，解答数が少ない分，配

点が大きいので得点率の変動が大きくなります。有利と

は言えませんので，安易な問題選択は避けた方が無難で

しょう。実際の問題の難易度は取り組んでみないと何と

も言えませんが，問題文のテーマやドメイン，設問文の

解答のしやすさなどを目安に迅速かつ適切に問題選択

を行うようにするとよいでしょう。 
 

以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


